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ガろ徐華などが販売会社を設立して、販売分  

野に積極的に進出しました。・  

トトや、～そればかりではありません。当の電  

力会社も、束帯電力が仙台市という東北電力  

管内の有力需要家？の電力ネ覆しに参加するな  

ど、地域考考えて指“仁義な，き戦い”も始まっ l  
て－います。  

規制産業の代表格だった電九そ隼カざし「ま．ゝ  

急ピッチで変わ至り？つありまサ。＞・卸売．り．僻鱒  

欝こ称え；i、大日膚カの小声り、ち解禁ざ′咋きh  

た。．9馬力の埠城割りは崩れ、 

戦国時代の様相も呈レてきま－し恥軍部鱒lさ  

所も早け煎げ2003年度にを生まれ∴新しし㌣jリ†  

スクヘッジビジふろや亨誕生しそうで頂。ノご欧米  

ではすで柱野均琴引も含め、、活発Lな翠引が行  

われています坑妄うやく日本もキヤアチア  

ツプへ動き凝め7ましな。 〉  
！  、  

羊んなな町、庸斉産業省がぶち上しデた甲カモ  

「電力取引所」構想で恥牒坤は礎カミの商品  

と男卑り、一？くり・貯めカラききま耳ん。・そこで、  

発電、樺考など控集めてこ聯・tの場をつく  

り、相互の融嘩をスキーギi言行おう、とI、う．も  

のです。  

目下、ノ．轡目印．諮問機関であ、る嘩合資輝皐  

ネルギー調査会電御崎で琴議して中  

り、今年度中にも答申が行われます。それに  

1  のっ牢鮮轡唆準め塑轡呼野れば   
2003年度にも発足する可能性もありくます。  

たぢ、電力卑引所でiネ現物取引と先渡し取  

引は行う予葺ですやざ、‥先物取引に？㌧1手書声審  

謁していません。えぢ、ノ取引仕津も時間を決  

めて1本値で取引する板寄せ韓カ．－、ノ1日中、 

のべつ畏くここな′ 

っていきせん。それらの課題をクリアして、  

1・l・頼紅牒力業界肇特番棲も三自由化璽準んで  

います。きっかけとなった甲卑ミ潮解隼i．辛行  

われた電気事業法嘩環持隈 
－ レ ・一㌢ そ紹が  

発電を独占していましたが∴向年12舟‾1月か  

ら卸売り；が解禁畏れ、＿企業は自畢で発電．した  

電力を9電力 

甲です。∵次ト？で20P9年草月21巳から大口咽け  

の電力¢小売掛ザ解禁されきし声．。，2＝003年庭  

中には中額構工場やス㌻パーなどにも小売り  

も疎められそうで、12007年度榊紅磯家庭向  

け甲電力眼最も月由化さ咋卑可能性が高まっ  

てけ謡す青ごト＼  

こ二甲ような規制韓和を受け、異筆嘆からの  

参入が相次いで起こサました。卸売、り自虐化  

時には鉄鋼メーカー、石碑精製会社、′紙Tノア  
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欧縄諸国電は滴に活発、に称あ机♂、職。Ⅵ。  戸明仁㌦符・・腿♭しょネL2扉の上㊨朝市場が創闇捲凍kスポ   

ット、先物の取引を行っていましたが、今年、   

合併心茫EE遜ぺヨ‥仁セ：ピア・ン悠事クスチ土ン   

ジ）∴になー軋ま一じ翫ト大手取引所ヰナウネクス 

トも今秋ヾ∵電力取引所r「パワゝTネク上スト」ニ庖   

立ち上Iガまu軋11二こめ・よ＝参億世界の情勢を見   

■ると童∴首蒸の立ち遅れは否め▲なしトとこ．ろです。  

を得ています。  

倒剋ば、～■－米国訃現物取引はカリ・‥フォル去声  

州な昏を中心にき澱までも活発な二晩弓服澤行わ  

れてきま－じ格，盲i特にインタ圭虜わ酢敵使づた  

取引が活発ぜ∴あの破綻じ、たキジ亘；ン社を行  

毒ても、曳ぬじたら’ノ、それ以外にも▼Ap虹サヅドタ  

喜成な蘭いFくたづむの取引市場の運営会杜がぜ  

きています。これらはいわゆ．右私設市場で、：  

だれで駁出資できはず云‡そこでこ且厨誰に闇東  

京電力ごi■L伊藤忠商事など日本勢顆出資J・旨■了・ノウ 

ノ、中也取得i±努ぬて1ヾまけよ‾i．一汁－；！一  

イ蝉嘩、牒締澱帥研梢渦妙断か摘ふ先物  

仙」－1も・盛／い二：行f・来てし－よ・・十、・・  

日本も過 上げば急  

慧頑率享で追い上げを開始し  ただ、日本   

ま、し粟言†ミこれ‘まiでの規制緩和で∴・こL薗沃野に  

目をっはた業種J企業ぼをれこを無数にあり 

まノしたが、土規制の壁に阻針れい参入じたの闇  

き㌃少数です。∴しごかし、∴自由化の流れのなか、  

自由な取引市場設立ふ功勅封ま今後もj舌発化  

していそこ■とは間違いあり・ま恕ん。・I  

■尤か㊨、二一現物取引が定着すiるチよ動こなれも乳  

欧米に見られるように、そのリスクへ‘ッ汐（保  

険つなぎ）／手段‘としてJ∴先物取引が必然的に  

浮かび上が歩竹薮営範；∴∵・、1   ，  

再現摘沌ほろ、・モノしうぅ先物取引が行われるか  

古よはるきり－じま、せん。i∴しかこじヾ・ト時流は急でず。  

2000年」凋本給各研究所は「白歯化が進めら  

れれば市場規模舶鋤k円から加年以内に100  

兆円にな㊨小過庭予測を出心でしJます。■‾そこ  

では■「先物取引怒感電力政引市場が新たに生  

まれる」ともみています。  
i  

：し：どう1なるかはま彊分かlりノ吏せんが、・、■新しい  

変化に備え一iもて経営下カブほおまから廃応なぞ  

を準備し：でおぐ必要があるか◆もしれませんふ  
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